
　
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
利
便
性
、旅
館
の「
お
も
て
な
し
」
を
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
の
料
金
で
届
け
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
都
市
型
ホ
テ
ル

を
全
国
主
要
都
市
に
展
開
す
る
A 
P 
A
グ
ル
ー
プ
。二
○
○
五

年
春
、同
社
が
新
規
オ
ー
プ
ン
す
る
二
つ
の
ホ
テ
ル
の
給
水
・
給
湯

用
配
管
に
銅
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
両
物
件
で
は
給
水
・
給
湯
用
に
二
○
A
〜
八
○
A
の
銅
管
が

使
用
さ
れ
、接
合
に
は
、最
近
普
及
を
み
せ
て
い
る
カ
シ
メ
式
の
機

械
式
継
手
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。設
備
業
者
で
あ
る（
株
）朝
日
工

業
社
・
松
田
博
主
任
に
お
話
を
伺
っ
た
。 

　
「
設
計
当
初
、給
水
用
に
V 
L 
P
、給
湯
用
に
H 
T 
L 
P
を
使

用
す
る
予
定
で
し
た
が
、衛
生
性
、ト
ー
タ
ル
的
な
経
済
性
な
ど
を

考
慮
し
、銅
管
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ホ
テ
ル
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、と
く
に
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
策
と
し
て
も
銅
の
も
つ
抗

菌
性
は
非
常
に
魅
力
的
で
し
た
ね
。腐
食
の
心
配
も
多
少
あ
り
ま

し
た
が
、最
近
普
及
の
屋
上
設
置
タ
イ
プ
の
マ
ル
チ
給
湯
器
だ
っ
た

の
で
、そ
の
心
配
も
な
く
、銅
管
採
用
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。コ
ス

ト
の
問
題
は
、銅
管
を
階
高
に
合
わ
せ
て
プ
レ
カ
ッ
ト
し
、プ
レ
ハ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
。現
場
で
の
ロ
ス
を
少
な

く
し
、で
き
る
だ
け
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
」 

　
ま
た
、施
工
性
に
お
て
い
も
銅
管
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。 

　
「
今
回
の
物
件
は
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
と
い
う
こ
と
で
、狭
い
ス
ペ
ー
ス

で
縦
横
に
配
管
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
、

極
力
火
を
使
わ
な
い
で
で
き
る
工
法
を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、銅

管
の
機
械
式
継
手
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」 

　
採
用
さ
れ
た
プ
レ
ス
式
継
手
は
専
用
の
工
具
を
使
い
、わ
ず
か 

数
秒
の
プ
レ
ス
で
銅
管
と
継
手
を

二
重
か
し
め
す
る
こ
と
で
強
度
の

高
い
接
合
部
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。プ
レ
ス
工
具
一
台
で
四
イ
ン
チ

ま
で
の
全
て
の
銅
管
の
接
合
が
で

き
る
こ
と
も
特
長
の
ひ
と
つ
だ
。 

　
「
銅
管
と
機
械
式
継
手
の
組
み
合
わ
せ
は
、軽
く
、簡
単
で
ス

ム
ー
ズ
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。分
岐
部
分
も
、チ
ー
ズ

を
使
う
こ
と
で
火
を
使
わ
ず
に
施
工
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
」 

　
機
械
式
継
手
は
、欧
米
で
す
で
に
十
年
以
上
使
用
さ
れ
、高
い

評
価
を
得
て
い
る
。と
く
に
銅
管
は
や
わ
ら
か
く
抜
け
に
く
い
た

め
、機
械
式
継
手
と
相
性
の
よ
い
素
材
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
近
年
で
は
、こ
れ
ま
で
の「
造
っ
て
、壊
す
」
建
築
が
も
た

ら
す
環
境
負
荷
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
減
ら
す

方
法
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
既
存

の
建
物
の
用
途
転
換
に
よ
る
再
利
用
の
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。こ
れ
に
伴
い
、ビ
ル
構
造
や
設
備
な
ど
の
改
修
工
事
は
増
加
し

て
お
り
、狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
、火
を
使
わ
ず
に
施
工
で
き
る
銅
管
と

機
械
式
継
手
の
需
要
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。 

　
利
便
性
・
快
適
性
・
低
価
格
と
い
う
、い
く
つ
か
の
異
な
る
価
値

を
併
せ
も
つ
A 
P 
A
ホ
テ
ル
。そ
の
革
新
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
銅

管
と
機
械
式
継
手
は
ぴ
た
り
と
マ
ッ
チ
し
た
。
経
済
性
、衛
生
性

に
加
え
、施
工
性
を
向
上
し
た
銅
管
と
機
械
式
継
手
の
組
み
合

わ
せ
は
、時
代
の
ニ
ー
ズ
と
と
も
に
、今
後
ま
す
ま
す
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。 

　平成16年の伸銅品需要は、104万8千トン

で前年比5.1％増、4年ぶりに100万トン台を

回復した。内需・輸出向け共に12年以来の

高めの水準となった。とくに上期のウエイトが

高かった。 

　金属製品は日用品や水栓金具などの盛り

上がりに乏しく、またガス機器も電化の影響

を受け、全体としてほぼ横ばいに留まった。 

　電気機械は上期の回復基調が支え、コネ

クタは12年に次ぐ過去第2位、配電制御装

置は第3位、半導体は第4位の水準まで戻す

など、内需回復を支える主要分野となった。 

　輸送機械は自動車向けが年を通じて堅

調な水準を維持し、二桁近い回復レベルを

示した。 

　精密機械は市場は回復には至らず低水

準横ばい。 

　一般機械は空調機器に夏場の猛暑の影

響も見られたが、エアコン生産面には余り響

かず、バルブ・コックなども若干の回復に留まり、

微増に終わった。 

　その他製造業は電線被覆は横ばいも、コ

インなどは堅調に推移した。 

　建設業は市場縮小傾向に依然歯止めが

かからず、昭和60年以降の最低水準、ピー

クの約4割と低迷し、唯一前年割れの分野と

なった。 

　その他市況品は年初来の原料価格上昇

と景気動向にも影響され、若干持ち直した。 

　このため内需合計は自動車・電機に支え

られた板条圧延製品の回復と、銅管や黄銅

棒も微増を維持、若干の底上げとなった。 

　輸出は板条製品が総じて堅調、銅管や

黄銅棒など主要品種もわずかに回復した。 

　平成16年の銅電線・ケーブル需要は、83

万4千トン・対前年比プラス4.1％で4年ぶりの

増加となった。 

　通信部門はNTTの設備投資圧縮と光化

の進展で長期減少傾向が続いているが、ほ

ぼ最低需要の水準に近づいているとみられる。 

　電力部門は、電力供給力に余裕があるこ

とや、自由化等への対応で電力各社が投資

抑制を続けており、また大型送電線件名もな

いことから電線需要は引き続き減少している。 

　電気機械部門は、電装品向けとデジタル

家電やIT関連の好調を受けた電子通信向

けが大きく伸び、海外シフトの影響を受ける

家電向けが低調であったものの全体として

前年比プラス5.6％と好調に推移した。 

　自動車部門は、自動車生産の好調を反映

し、電線需要量は4年連続して前年比プラス

と好調を持続した。 

　建設・電販部門は、景気の回復基調を受

けて民間企業設備投資が堅調に推移した

ことに加え、年初の鋼高値の影響もあり電線

需要は好調に推移し、2年連続して前年比

プラスとなった。 

　その他内需部門も建設・電販部門と同様、

民間企業設備投資動向と関連が深い部門

であり、大幅な伸びを示した。 

　輸出部門は、東南アジアにおいては現地メー

カーの台頭、海外勢との競争激化により状

況は厳しいが、一部大口件名もあり微減にと

どまった。　 

　平成16年の我が国の電気銅生産は3.5

％減の138万トンと平成11年以来の低水準

にとどまった。年前半にかけて世界的な原

料精鉱不足に見舞われたほか、後半にかけ

ては一部製錬所の操業停止、精鉱品位の

低下、台風被害、一部製錬所の改修工事な

どが相次いだことによるものであった。 

　消費は報告値が6.1％増の122万9千トン、

過欠補正を加味した見掛値は6.3％増の

127万9千トンと3年連続で増加し、平成12年

以来の水準まで回復した。 

　平成16年の我が国経済は、企業収益の

大幅な改善に伴い、民間設備投資が堅調

を持続し、雇用環境も持ち直す動きが見られ、

個人消費は底堅く推移するなど、前年に引

き続き民間需要主導で緩やかながらも回復

軌道を辿った。こうした経済環境のもと、銅

の主要な需要産業のうち、建設業は官公需

が引き続き低迷を余儀なくされた反面、首都

圏ではインテリジェンスビル建設ラッシュに沸

いた。自動車は内需、輸出ともに好調を持続

した。電気機械は携帯電話、デジタル家電、

DVDなどのIT関連需要が前年来の好調を

引き継いだ。 

　電気銅の用途別消費（報告値ベース）は、

電線向けが6.4％増の75万9千トンと増加に

転じ、伸銅品向けは6.8％増の44万6千トンと

3年連続で増加した。ただし、年終盤にかけ

てはIT産業の世界的な在庫調整局面入り

が懸念材料として浮上した。 

　輸入は11.2％増の8万8千トンと、内需増

見合いで9年ぶりに減少傾向に歯止めがか

かった。輸出も内需増に伴い32.9％減の19

万5千トンと3年連続で減少した。 

　この結果、在庫は11万1千トンから10万5

千トンへと4.9％減少し、在庫／消費比率は

4.3週間分とタイトな状況が続いた。 

（注）前年比は数量を丸める前の原伸び率 
（出典）電線工業会統計 

（注）前年比は数量を丸める前の原伸び率。 
（出典）経済産業省統計 

（出典）経済産業省 
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